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北
杜
市
高
根
町
で
㈱
小
笠
原
フ
ァ
ー

ム
を
経
営
す
る
小
笠
原
さ
ん
ご
夫
婦
。

ブ
ド
ウ
1
5
0
ａ
、
西
洋
ナ
シ
50
ａ
、

モ
モ
30
ａ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
30
ａ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
都
内
の
ホ
テ
ル
に

勤
め
て
い
た
康
晴
さ
ん
は
、
ワ
イ
ン

の
魅
力
に
惹
か
れ
６
年
前
に
就
農
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
設
立
を
夢
に
、
果
樹
の

生
産
、
販
売
の
ほ
か
、
ポ
ワ
レ
（
西

洋
ナ
シ
の
発
泡
酒
）
を
委
託
醸
造
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
家
に
は
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ポ

ケ
モ
ン
の
絵
が
飾
っ
て
あ
り
、
清
乃

ち
ゃ
ん
は「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
」
、結
ち
ゃ
ん

は
「
イ
ー
ブ
イ
」
が
特
に
お
気
に
入
り
。
双
子
の
友
淳
く
ん
と
大
地
く
ん

は
車
が
大
好
き
。
走
っ
て
い
る
車
を
夢
中
で
見
て
い
る
こ
と
も
。
さ
と
み

さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
家
族
み
ん
な
で
動
物
園
や
水
族
館
に

行
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
笠
原

　康
晴
さ
ん
（
46
）
　さ
と
み
さ
ん
（
37
）

　
　
　
　清
乃
ち
ゃ
ん
（
6
）
　結
ち
ゃ
ん
（
4
）

　
　
　
　友
淳
く
ん
（
2
）
　大
地
く
ん
（
2
）
　ひ
か
り
ち
ゃ
ん
（
0
）

や
す
は
る

お
が
さ
わ
ら

さ
や
の

ゆ
い

と
も
あ
つ

だ
い
ち

山梨県農業共済組合

冬号

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
２
１
秋
号
（
令
和
３
年
10
月
発
行
予
定
）

　
４
ペ
ー
ジ
の
ぶ
ど
う
共
済
金
記
事
で
は
、
金
額
被
害
率
の
高
さ
に
改

め
て
被
害
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
毎
年
の
異
常
気
象
で
作
業
は

大
変
で
す
が
、
熱
中
症
に
も
十
分
気
を
付
け
て
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
お
忘
れ
な
く
。
さ
て
、
９
月
に
は
大
好
評
の
連
載
「
お
う
ち
野
菜
」

の
バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

①インゲンはヘタを取って、かために１
～２分塩ゆでし、水にさらす。４等分
の斜め切りにする。

②春雨は熱湯で２～３分戻して水にとり、
食べやすい長さに切る。

③ニンジンを千切り、長ネギ、ショウガ
はみじん切りにする。
④フライパンにサラダ油、長ネギ、ショ
ウガを入れて温める。一度火を止め、
ひき肉を入れる。肉がほぐれたら強火
にし、ニンジンを加えて炒める。
⑤肉の色が変わったらＡを加え、沸騰し
たら春雨を加えて炒め合わせる。
⑥インゲンを入れ、水溶き片栗粉を加え
て、火を弱め、さらに炒める。

水にさらすと色が鮮やかになります

爪で切れるくらいのかたさに

ア
ル
バ
ム

＊材料＊（２人分）
インゲン･･･100g
豚ひき肉･･･60g
春雨･･･40ｇ
ニンジン･･･30ｇ
長ネギ･･･5 ㎝
ショウガ･･･ひとかけ
サラダ油･･･大さじ１
水溶き片栗粉･･･大さじ１

お弁当にもおすすめ！！

A   しょうゆ･･･大さじ１　酒･･･大さじ１　砂糖･･･小さじ１
鶏ガラスープ･･･100 ㏄　塩こしょう･･･少々
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令
和
３
年
度
通
常
総
代
会

様
々
な
リ
ス
ク
に
備
え
、

無
保
険
者
ゼ
ロ
へ

様
々
な
リ
ス
ク
に
備
え
、

無
保
険
者
ゼ
ロ
へ

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
は
、
５
月
28
日
に
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
で
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
書

面
議
決
を
推
奨
し
、
短
時
間
、
少
人
数
で

行
い
ま
し
た
。

　
総
代
１
４
６
人
中
、
当
日
出
席
15
人
、

書
面
出
席
１
２
７
人
で
、
令
和
３
年
度
の

事
業
計
画
な
ど
、
14
議
案
が
審
議
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

提出・承認された議案
第１号議案
　令和２年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
　損益計算書及び剰余金処分案並びに不足金処理
　案の承認について
第２号議案　
　令和３年度事業予定計画の設定並びに業務収支
　予算の承認について
第３号議案  
　令和３年度事務費賦課金の賦課額及び賦課方法
　の承認について
第４号議案
　役員、損害評価会委員、支所運営委員、共済部
　長、損害評価員報酬及び顧問料の承認について

第５号議案
特別積立金取崩し並びに農作物共済収支の推計等
の承認について
第６号議案
家畜診療所運営委員及び損害評価会委員の承認に
ついて
第７号議案
借入金最高限度額及び借入条件等の承認について
第８号議案
余裕金の運用先金融機関の承認について
第９号議案
定款の一部変更の承認について

第 10 号議案
事業規程の一部変更の承認について
第 11 号議案
農作物（麦）共済の組合員等別危険段階別共済掛
金率の承認について
第 12 号議案
組合実施体制の改善計画の承認について
第 13 号議案
家畜診療所に係る診療報酬の承認について
第 14 号議案
農業共済事業のニーズ調査結果の承認について

表彰を受ける谷村１地区共済部長協議会の広瀬綱雄協議会長

　
農
業
保
険
事
業
の
発
展
と
組

合
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

１
団
体
お
よ
び
52
名
の
方
々
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝

し
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

事
業
推
進
功
績
者
表
彰

農
業
保
険
事
業
を
大
き
く
伸
長

さ
せ
る
な
ど
、
事
業
推
進
に
著

し
く
貢
献
し
た
団
体
・
個
人

谷
村
１
地
区
共
済
部
長
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
富
士
支
所
）

退
任
共
済
部
長
等
表
彰

在
職
９
年
以
上
で
退
任
し
た
共

済
部
長
・
総
代
・
損
害
評
価
会

委
員
・
損
害
評
価
員
等

中
央
支
所

　
高
野
　
一

　
小
澤
　
源
蔵

　
功
刀
　
仁

　
中
村
　
毅
（
故
）

　
飯
田
　
元
明
（
故
）

　
芦
沢
　
今
朝
光
（
故
）

南
ア
ル
プ
ス
支
所

　
平
川
　
和
恵
（
故
）

　
野
中
　
荘
四
郎
（
故
）

　
五
味
　
利
仁

　
佐
野
　
公
臣

　
今
井
　
正
享

　
嶋
崎
　
賢
昭

北
部
支
所

　
横
森
　
勝
司

　
中
村
　
征
江

富
士
支
所

　
小
俣
　
光
吉

　
小
林
　
元
久

　
金
子
　
重
高

　
黒
部
　
金
次
（
故
）

　
尾
形
　
幸
召

　
加
藤
　
稔

　
岡
田
　
強
（
故
）

　
古
屋
　
喜
徳

長
期
在
任
共
済
部
長
等
表
彰

30
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
、

在
任
し
て
い
る
共
済
部
長
・
総

代
・
損
害
評
価
会
委
員
・
損
害

評
価
員
等

中
央
支
所

　
土
屋
　
正
人

　
小
澤
　
博

　
平
川
　
和
彦

　
岩
間
　
直
英

　
菅
沼
　
孝
信

　
原
　
　
正
樹

　
石
倉
　
泰
明

　
石
倉
　
良
昌

　
橘
田
　
武
文

　
小
澤
　
恒
夫

　
岡
　
　
嘉
明

　
岡
　
　
亮
一

　
宮
澤
　
黎
夫

　
新
田
　
重
雄

　
小
林
　
幹
夫

北
部
支
所

　
五
味
　
勇
（
故
）

　
中
田
　
欽
哉

富
士
支
所

　
藤
井
　
與
三
郎

　
関
戸
　
猛
雄

　
前
田
　
照
茂

　
佐
々
木
　
恭

　
山
口
　
弘
夫

　
鈴
木
　
守

　
石
井
　
清
治

　
小
坂
　
了
三

　
佐
藤
　
京
行

退
職
職
員
表
彰

組
合
に
10
年
以
上
勤
務
し
、
退

職
し
た
職
員

　
秋
山
　
恵
司

　
太
田
　
学

永
年
勤
続
職
員
表
彰

組
合
に
25
年
以
上
勤
務
し
、
勤

務
成
績
優
秀
な
職
員

　
渡
辺
　
隆

　
伊
藤
　
博
道

制
度
普
及
と
事
業
推
進
に
尽
力

―

農
業
共
済
功
績
者
表
彰―

通常総代会通常総代会

議長に選出された
南アルプス市の
大塩力也総代

あ
い
さ
つ

　
昨
年
度
、
収
入
保
険
で
は
、
８
０
５
経

営
体
の
加
入
者
を
確
保
し
、
園
芸
施
設
共

済
で
は
、
前
年
度
実
績
を
上
回
る
加
入
棟

数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
新
た
な
リ
ス
ク
も
発
生
し
て

お
り
、
農
家
経
営
の
損
失
を
補
填
す
る
機

能
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
一
人
一
人
に
災
害
対
策
の
重
要
性

を
伝
え
る
こ
と
を
基
本
に
「
無
保
険
者
」

を
出
さ
な
い
こ
と
が
社
会
的
責
務
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
事
業

計
画
を
策
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 中島尚武組合長

開会を宣する
古屋一秀副組合長

果
樹
共
済
金
４
億
７
千
万
円
超
を
支
払
い
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令
和
２
年
度
事
業
報
告

果
樹
共
済
金
４
億
７
千
万
円
超
を
支
払
い

晩
腐
病
、
べ
と
病
が
大
発
生
！

令和２年産ぶどう
事故別被害割合

　
収
入
保
険
は
制
度
開
始
３
年
目
と
な
り
、

目
標
１
，０
０
０
戸
に
対
し
８
０
５
戸（
前

年
５
１
６
戸
）の
加
入
と
な
り
ま
し
た
。　

農
業
共
済
の
主
要
事
業
で
あ
る
果
樹
共
済

で
は
、
収
入
保
険
制
度
へ
の
移
行
や
高
齢

化
・
規
模
縮
小
等
に
よ
り
、
前
年
面
積
比

88
・
２
％
の
９
７
，
５
３
６
ａ
を
引
受
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
梅
雨
の
長
雨
等
の
影
響
で
農
産

物
へ
の
被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
特
に
ぶ

ど
う
は
べ
と
病
や
晩
腐
病
、
裂
果
が
発
生

し
、
平
成
以
降
で
最
も
多
い
３
億
９
，
５

０
０
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
は
、
６
月
上
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま
で
梅
雨

が
長
く
続
き
、
薬
剤
防
除
の
効
果
が
十
分
に
得
ら
れ
な

か
っ
た
園
で
は
、晩
腐
病
や
べ
と
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
病
害
が
多
か
っ
た
翌
年
は
、
さ
ら
に
注
意
が
必
要
で

す
。
９
ペ
ー
ジ
の
農
業
技
術
情
報
を
参
考
に
、
防
除
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

通常総代会通常総代会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

業務収支予算
受取補助金中、事務費国庫負担金が４千万円の減額。効率化合理化に努める。

経
営
に
沿
っ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供

　
異
常
気
象
が
恒
常
化
し
、
想
像
し
得
な

か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
リ
ス
ク
に
備
え

る
た
め
の
農
業
保
険
事
業
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
日
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
は
災
害
に
対
し
自
ら
備
え
る「
自
助
」

の
重
要
性
を
訴
え
、
各
農
業
者
の
経
営
に

沿
っ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
で
き

る
よ
う
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
収
入
保
険
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
制
度
説

明
を
徹
底
し
、
１
，
２
０
０
経
営
体
加
入

の
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監
督
指
針
」

に
基
づ
き
同
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
。

・
役
員
（
理
事
・
監
事
）
は
就
任
時
に
75
歳
以 

　下
と
す
る

・
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
推
進
の
進
ち
ょ
く
管
理
を

　リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う

・
独
立
し
た
内
部
監
査
体
制
を
執
る
た
め
、
監

　査
部
を
設
置

・
コ
ロ
ナ
対
策
と
業
務
効
率
化
の
た
め
、
郵
送

　に
よ
る
加
入
推
進
を
検
討

令和２年度事業実績　総補償金額 ４,132億円令和３年度事業計画　総補償金額 4,237億円

平成以降のぶどう共済金高額５カ年

※家畜共済の引受は、死亡廃用共済と疾病傷害共済を合計した延べ頭数。
※農機具更新共済の期間満了による共済金を除く。

※家畜共済の引受は、死亡廃用共済と疾病傷害共済を合計した延べ頭数。

※加入は保険期間の開始日が令和２年４月～令和３年３月の契約を集計。
※補てん金は保険期間の開始日が平成31年１月～令和元年12月の契約を集計。

※保険期間の開始日が令和３年４月～令和４年３月の契約を集計。

収入保険

加入経営体数

805戸

基準収入金額 支払補てん金

9,270,594千円 130,377,586円156.0%

前年比

173.2%

前年比

農作物共済

家畜共済

果樹共済

畑作物共済

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

引受

349,810ａ

32,635頭

97,536ａ

1,961ａ

2,432棟

34,400棟

1,922台

98.8%

103.5%

88.2%

35.8%

101.9%

96.3%

101.4%

共済金額 支払共済金

9,311,692円

133,926,792円

471,974,339円

348,960円

3,728,441円

156,291,660円

5,878,855円

前年比

98.8%

110.5%

92.5%

26.8%

104.5%

96.6%

104.5%

前年比

3,346,611千円

2,541,899千円

4,043,580千円

3,094千円

2,716,615千円

389,085,070千円

2,188,540千円

晩腐病（巨峰）

べと病
（シャインマスカット）

鳥獣害
0.2%

令和２年

平成元年

令和元年

平成13年

平成29年

1

2

3

4

5

395,170,400円

378,134,100円

257,560,100円

169,104,500円

167,403,870円

14.4%

8.4%

8.8%

4.8%

5.3%

年度 支払共済金 金額被害率

事
業
計
画

実
施
体
制
の
改
善
計
画

収入保険

加入経営体数

1,200戸

基準収入金額

13,018,970千円

農作物共済

家畜共済

果樹共済

畑作物共済

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

350,079ａ

32,629頭

73,649ａ

1,981ａ

2,627棟

35,012棟

1,936台

共済金額

3,404,281千円

2,546,686千円

2,941,025千円

3,114千円

4,034,811千円

395,559,350千円

2,211,600千円

引受

支出
の部
929,611
（千円）

事務費
42,040

旅費交通費
6,928

施設費
64,164

損害評価費
5,098

損害防止費
28,335

諸税負担金
18,157 その他

30,174

業務費
72,201

人件費
588,703

普及推進費
73,811

その他
70,884

前期繰越業務残金
8,000損害防止収入

9,235

収入
の部
929,611
（千円）

受取補助金
489,787事業勘定受入

184,573

受取利息
82,439

事務費賦課金
45,478

受託収入
39,215

病害
65.0% 着色不良

7.5%

花振るい
13.4%

雨害湿潤害
13.9%



7 6

子どもたちは、職
員といっしょに

収穫も体験！

高冷地の気候を生かして
ホウレン草栽培

農業保険に加入してがんばっている
農家さんをご紹介します。

　
５
月
15
日
に
家
庭
菜
園
講
座
「
お
う

ち
野
菜
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
の
読
者
さ
ん

10
人
が
参
加
し
、
園
芸
研
究
家
牛
村
明

雄
先
生
の
畑
で
、
品
種
や
肥
料
、
農
薬

な
ど
、
家
庭
菜
園
の
コ
ツ
や
楽
し
む
ポ

イ
ン
ト
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
初
心
者
で
す
が
、

と
て
も
楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」
「
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
の
種
類

を
栽
培
さ
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
！
」

「
種
を
保
存
し
て
お
け
る
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
牛
村
先
生
は
「
今
回
開
催
さ
れ
た
ツ

ア
ー
を
き
っ
か
け
に
、
色
々
な
家
庭
菜

園
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
都
留
市
与
縄
の
野
武
一
雄
さ
ん（
74
）

が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
「
株
式
会
社

ユ
ニ
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
ア
イ
ス
プ
ラ

ン
ト
を
水
耕
栽
培
し
て
商
標
登
録
し
、

「
シ
ャ
イ
ン
リ
ー
フ
」
と
し
て
販
売
。

月
に
１
５
０
０
パ
ッ
ク
を
出
荷
す
る
人

気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
野
武
さ
ん
は
、
電
子
部
品
を
製
造
す

る
ユ
ニ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
を
経
営
し
て

い
ま
す
。
10
年
ほ
ど
前
、
農
業
部
門
と

し
て
ユ
ニ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
ま
し
た
。

元
々
は
農
家
だ
っ
た
こ
と
や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
製
造
し
て
い
た
こ
と
、
精
密
機
器
の

た
め
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
が
転
用
で
き

た
こ
と
も
水
耕
栽
培
を
始
め
る
後
押
し

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
安
心
、
安
全
で
お
い
し
い
こ
と
が

特
徴
」
と
野
武
さ
ん
。
作
業
は
、
息
子

の
直
記
さ
ん
（
45
）
と
５
人
の
社
員
が

担
当
し
、
播
種
や
定
植
、
収
穫
は
手
作

業
で
、
防
塵
着
で
行
い
ま
す
。

　
野
武
さ
ん
は
「
水
耕
栽
培
は
、
い
ろ

い
ろ
な
野
菜
が
で
き
る
」
と
現
在
は
養

液
の
調
整
に
よ
っ
て
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜

の
実
験
を
し
て
い
ま
す
。
「
腎
臓
の
病

気
な
ど
で
野
菜
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
が

食
べ
ら
れ
る
野
菜
が
で
き
れ
ば
」
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

アイスプラント「シャインリーフ」。
水滴のように見えるプラッター細胞
には吸い上げたミネラル分を蓄える
ため塩味がする。

野武代表と息子の直記さん。室温23度の衛生管
理されたクリーンルームで栽培。自社製のＬＥ
Ｄを当て、自社配合した養液を使用する。

ツアー

家
庭
菜
園
を
楽
し
も
う

ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
「
シ
ャ
イ
ン
リ
ー
フ
」

水
耕
栽
培
の
可
能
性
を
追
求

農業共済新聞
記事紹介

農
業
共
済
新
聞
を
２
カ
月
無
料
で

試
し
読
み
で
き
ま
す
。
お
申
込
み

は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
。

停
電
な
ど
の
リ
ス
ク
に
備
え
、

収
入
保
険
に
も
加
入
し
ま
し
た
！

レポート

　一
、
遊
び
心
を
持
っ
て
や
る
こ
と

　一
、
楽
し
む
こ
と

牛
村
流
家
庭
菜
園
の 

コ
ツ

家庭菜園講座第２弾！
バジルソース教室

牛村先生が自宅で簡単にでき
るバジルソースの作り方を教
えてくれます。詳しくは９ペー
ジの「NOSAI.info」をご覧く
ださい。

　
「
１
年
中
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
ホ
ウ
レ
ン
草
の
強
み
で
す
ね
」

と
話
す
飯
高
さ
ん
ご
夫
婦
。
18
棟
の
ハ

ウ
ス
で
ホ
ウ
レ
ン
草
を
栽
培
し
、
Ｊ
Ａ

を
通
じ
て
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

１
日
の
出
荷
は
約
１
５
０
袋
で
、
ご
夫

婦
で
向
か
い
合
い
袋
詰
め
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
旧
芦
川
村
は
、
も
と
も
と
コ
ン
ニ
ャ

ク
芋
の
栽
培
が
盛
ん
で
し
た
が
、
台
風

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
ト
マ
ト
、
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
を
経
て
、
ホ
ウ
レ
ン
草
の

産
地
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
冷
地
の
気
候
を
生
か
し
、
雨
除
け

ハ
ウ
ス
で
１
年
中
栽
培
さ
れ
る
ホ
ウ
レ

ン
草
は
、
年
間
５
回
播
種
。
病
虫
害
の

発
生
を
防
ぐ
た
め
、
時
期
に
よ
っ
て
品

種
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
は
も
ち
ろ
ん
園
芸
施
設
共

済
に
加
入
し
て
万
一
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
飯
高
さ
ん
ご
夫
婦
に
は
、
娘
さ
ん
３

人
、
お
孫
さ
ん

８
人
に
、
ひ
孫

が
１
人
い
ま
す
。

「
週
末
に
は
、

子
や
孫
た
ち
か

ら
『
手
伝
お
う

か
？
』
と
連
絡

農
家
を
よ
く
守
っ
て
く
れ
た
。

俺
は
よ
く
怒
ら
れ
る
け
ど…

。

こ
れ
ま
で
元
気
で
家
庭
を
守
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
仲
良
く
、
体
が
続
く
限
り
頑
張

ろ
う
ね
。

を
も
ら
え
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
」
と
、
お
２
人
と
も
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
男
さ
ん
は
、
つ
た
江
さ
ん
か
ら
も

「
飲
ん
べ
え
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
お

酒
好
き
。
特
に
、
日
本
酒
の
冷
や
が
お

気
に
入
り
で
す
。
休
み
に
は
お
２
人
で

遊
び
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。

笛吹市芦川町

飯高初男さん（84）  つた江さん（79）
ホウレン草12a　水稲18a

いい  たか はつ   お え

集落にはたくさんのホウレン草ハウスがあります

お
互
い
に
一
言

つた江さん 初男さん

初男さんは、石垣などを作る職人
で、県外出張も多かったそう。家
のことや農作業は、つた江さんが
支えてきました。

みなさんメモを取りながら時間いっぱいまで熱心に質問していました

いろいろな品種の種袋を発見！
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お し ら せお し ら せ

　
水
稲
共
済
の
加
入
耕
地
全
体
で
２
割

以
上
、
も
し
く
は
一
筆
で
５
割
以
上
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
早
め
に

被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
収
穫
時
期
が
近
付
い
た
ら
、
被
害
申

告
を
し
た
方
に
損
害
通
知
書
兼
野
帳
を

配
布
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
ず
収
穫
前
に
共
済
部
長
（
損
害
評
価

員
）
さ
ん
又
は
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
被
害
申
告
が
遅
れ
て
被
害
状
況

が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、
共
済
金

を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
全
相
殺
方
式
の
補
償
割
合
は
、
半
相

殺
方
式
よ
り
も
高
い
9
割
で
す
。
出
荷

資
料
に
よ
り
損
害
を
評
価
す
る
た
め
、

　※

土
の
採
取
方
法
や
提
出
方
法
な
ど
は
、
お

　近
く
の
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
水
稲
の
安
定
し
た
品
質
の
維
持
を
目

指
す
組
合
員
さ
ん
の
お
手
伝
い
と
し
て
、

食
味
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　※

水
稲
共
済
加
入
者
も
し
く
は
水
稲
共
済
か

　 ら
収
入
保
険
へ
移
行
し
た
方
が
対
象
で
す
。

ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

　
玄
米
３
０
０
ｇ
程
度

（
富
士
支
所
は
精
米
で
も
可
）

診
断
料

　
１
点
当
た
り
２
０
０
円

お
申
し
込
み
な
ど
は
、
お
近
く
の
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
づ
く
り
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
肥

へ
お
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、
土
壌
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

診
断
対
象
と
な
る
土
壌

　
果
樹
・
麦
・
水
稲
・
大
豆
の
各
共
済

　
に
加
入
し
て
い
る
圃
場

　※

収
入
保
険
に
移
行
し
た
場
合
も
対
象
に
な

　 り
ま
す
。

申
込
期
間

　
令
和
３
年
８
月
〜
11
月
末
ま
で

診
断
料

　
土
壌
１
点
当
た
り
２
０
０
円

　
（
果
樹
は
無
料
）

農
作
物
共
済

  

水
稲
食
味
診
断

生
産
量
の
お
お
む
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
に

出
荷
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
青
色
申
告

者
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
共
済
で
は
、
令
和
４
年
産
か
ら

白
色
申
告
者
も
全
相
殺
方
式
に
加
入
で

き
る
よ
う
仕
組
み
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

水
稲
共
済
加
入
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と

と
も
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、
農
機
具

共
済
の
約
款
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
共
済
金
の
支
払
い
対
象
に
な
ら
な
い

消
耗
部
品
を
、
よ
り
具
体
的
に
明
記
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
手
元
の
約
款

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

被
害
申
告
は
お
早
め
に

  

土
壌
診
断

  

全
相
殺
方
式
の
要
件
緩
和

お問い合わせ

富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、道志村、西桂町、忍野村、
山中湖村、鳴沢村、富士河口湖町、小菅村、丹波山村

富士支所　0554-45-6611

南アルプス市、中央市、市川三郷町、早川町、身延町、
南部町、富士川町、昭和町

南アルプス支所　055-282-0443

韮崎市、北杜市、甲斐市

北部支所　0551-23-1111

中央支所　0553-22-5056
甲府市、山梨市、笛吹市、甲州市

夏
季
〜
秋
季
の
病
害
虫
防
除
ポ
イ
ン
ト

技
術
顧
問

　古
屋

　栄

関
連
機
関
の
指
導
に
し
た
が
い
、
臨
機

応
変
に
対
応
を
取
っ
て
下
さ
い
。

②
来
年
の
果
物
生
産
に
向
け
た
準
備

モ
モ
　秋
季
も
せ
ん
孔
細
菌
病
の
感
染

期
と
な
る
の
で
夏
型
病
斑
を
せ
ん
除
し

ま
す
。
さ
ら
に
９
月
中
旬
以
降
、
発
生

状
況
に
応
じ
て
約
２
週
間
間
隔
で
２
〜

３
回
「
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
4
1
2
」
三
〇

倍
等
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
（
表
１
）
。

ブ
ド
ウ
　収
穫
直
後
に
御
礼
消
毒
と
し

て
「
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ
」
四
〇
倍
を

散
布
し
て
葉
の
活
性
を
保
持
し
、
貯
蔵

養
分
の
蓄
積
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
害
虫

で
は
、
ブ
ド
ウ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
産
卵

期
と
な
る
の
で
「
ス
ミ
チ
オ
ン
水
和
剤

40 

」
一
〇
〇
〇
倍
を
加
用
し
ま
す
。

　
す
で
に
主
要
な
病
害
は
感
染
・
発
病

し
、
虫
害
も
発
生
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
以
下
の
２
点
を
中
心
に
対
応
し

て
下
さ
い
。

①
防
除
暦
や
指
導
に
従
い
防
除
を
徹
底

モ
モ
・
ス
モ
モ
　灰
星
病
等
に
対
し
果

実
腐
敗
病
防
除
剤
を
散
布
し
ま
す
。

ブ
ド
ウ
　園
内
を
見
回
り
、
晩
腐
病
に

罹
病
し
た
果
粒
を
除
去
し
て
２
次
感
染

に
よ
る
被
害
拡
大
を
防
止
し
ま
す
。
　

　
べ
と
病
・
さ
び
病
に
対
し
て
は
「
Ｉ

Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ 

」
四
〇
倍
を
、
チ
ャ

ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
穂
軸
へ
の
加

害
防
止
の
た
め
に
「
デ
ィ
ア
ナ
Ｗ
Ｄ
Ｇ
」

一
〇
〇
〇
〇
倍
等
を
散
布
し
ま
す
。

　
長
雨
や
台
風
に
よ
り
、
果
実
や
樹
体

が
傷
つ
く
と
病
虫
害
が
多
発
し
ま
す
。

果
樹
果
樹

　

　
大
人
気
連
載
「
お
う
ち
野
菜
」
の
執

筆
者
、
牛
村
先
生
の
バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
令
和
３
年
９
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

場
　
　所
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
本
所

お
申
し
込
み

　
①
氏
名
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
年
齢

　
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８

　
月
31
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
ク
ロ
ス

　
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
ハ
ガ
キ
に
「
バ
ジ

　
ル
ソ
ー
ス
教
室
希
望
」
と
書
い
て
も

　
Ｏ
Ｋ
）

　
〒
4
0
0-

0
0
3
4

　
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　hon@
nosai-yam

anashi.or.jp
※

詳
細
は
、
参
加
者
に
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

　だ
き
ま
す
。

裂果等で傷んだ果粒は除去し、灰か
び病やショウジョウバエの発生を防
止する（ピオーネ）

晩腐病発生果粒（ゴルビー）

立札は稲を搬出するまでよく見
えるように立ててください

約款は証券に同封し、
加入者に送付されます

土壌の分析後、「土壌診断書」をお渡しします。施肥
の参考にしてください。

表１ モモせん孔細菌の秋防除（モモせん孔細菌病防除マニュアルより）

損
害
防
止
事
業

  

バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
教
室
開
催

イ
ベ
ン
ト

農
機
具
共
済

  

約
款
を
変
更
し
ま
し
た
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①名○○○○コナン。
③二十世紀、幸水、豊水といえば？
⑤旧暦５月の呼称。
⑥英語でマグネット。
⑨天気雨。（キツネの○○入り）
⑩白と黒の縞模様。サバンナにいます。
⑬まる、さんかく、  ○○○。
⑭ミレーの作品が充実。山梨県立○○○○館。
⑯日○○、  ○○踏み、  ○○武者。
⑰メートル、センチメートル、  ○○メートル。
⑱遠足のバナナは○○○に入りますか？

土屋美智子さん（甲府市）/上杉美保子さん（都留市）/天野順子さん（大月市）/伊藤靖子さん（韮崎市）/佐藤政一さん（韮崎市）/細田弥生さん（南
アルプス市）/五味真二さん（南アルプス市）/上野みよ子さん（北杜市）/小田切智代子さん（甲斐市）/川村陽子さん（甲斐市）/堀内利一さん（笛吹
市）/須田正明さん（笛吹市）/小俣郷之さん（上野原市）/大澤秀一さん（甲州市）/桜井恵子さん（中央市）/土橋朝香さん（中央市）/市瀬槇子さん
（市川三郷町）/川口直栄さん（身延町）/芦澤壽子さん（富士川町）/秋山幹人さん（富士川町）

①生まれた日。
②○○○して眠い！
③ネバネバします。
④春夏秋冬。
⑦○○はやっぱりラーメン！
⑧大阪名物。２度づけ禁止！
⑪舞台の○○が開く。
⑫まんまるのお月さま。
⑬沖縄の○○○城。
⑮派手の反対。
⑯○○ぶき屋根の家。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で２0名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

春号のクロスワードパズルの答えは「フキノトウ」でした。たくさんのご応募をありがとうございました。
当選おめでとう
ございます！
当選おめでとう
ございます！

　おうち野菜の七味を作ってみたい
と思います。まずは４月にトウガラ
シの種をまきます。
　　　　　　（北杜市　70代女性）

　晩腐病、せん孔細菌病等の被害が
近年多く発生しています。農業共済
のありがたさを感じているところで
す。　　　　
　　　　　　（山梨市　60代女性）

　やまなしファーマーズを見て、若
い人が農業以外に仕事をしながら、
農業も頑張っている姿に感銘を受け
ました。　　　　
　　　　　　（中央市　60代男性）

　春号を読み、近くに「甲斐のぎゅ
ぎゅっとねぎ」という特産品がある
ことを知りました。利用したいです。
　　　　　　（韮崎市　60代男性）

　たまたま、夜ご飯のメニューに悩
んでいたので、裏表紙のニラ饅頭を
鶏ひき肉で作ってみました！あまり
料理は得意ではないですが、とって
も簡単で美味しかったです。また美
味しいレシピ楽しみにしています！
　　　　　（上野原市　30代女性）

　毎回、表紙と笑顔アルバムの写真
で、ご家族で農業を楽しんでいる様
子がわかり、いつも楽しみに見てい
ます。
　　　　　（富士川町　70代女性）

ＮＯＳＡＩ
トーク

クイズの答えと一緒に寄せられた
ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥

性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
な
ど
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

　
令
和
3
年
8
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先

　
〒
４
０
０-

０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　
　hon@

nosai-yam
anashi.or.jp

今回は、写真たっぷり
でタマネギ栽培のポイ
ントをご紹介します。

餌
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
ま
い
て
く
だ

さ
い
。
金
属
の
柵
の
上
な
ど
、
畜
舎
に

積
も
っ
た
ホ
コ
リ
の
中
に
菌
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
よ
り
効
果
が
あ
る
の
は
、
畜
舎
内
が

乾
燥
し
て
い
る
時
で
す
。
冬
場
は
、
牛

に
消
毒
薬
が
か
か
る
と
体
が
冷
え
て
し

ま
う
の
で
、
天
気
が
よ
く
暖
か
く
な
っ

た
時
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
真
菌
症
の
牛
を
見
つ
け
た
ら
皆
さ
ん

も
畜
舎
消
毒
に
ト
ラ
イ
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
一
般
の
肺
炎
の
原
因
菌
も
消
毒

で
き
ま
す
の
で
、
一
石
二
鳥
で
す
。

家
畜
診
療
日
記

　
２
０
０
６
年
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
導
入
に
よ
り
牛
の
皮
膚
に
か
か

る
消
毒
も
規
制
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
の
畜
舎
消
毒
、
殺

虫
剤
噴
霧
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
農
家
さ
ん
で
効
率
よ
く

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
畜
診
療
所
長

　獣
医
師

　岡
本
達
也

　
こ
の
頃
、
畜
舎
を
回
っ
て
い
る
と
、

真
菌
症
の
牛
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
真
菌
症
の
治
療
に
は
殺
菌
消
毒
剤
の

「
ク
リ
ア
キ
ル
」
を
使
い
ま
す
。
目
に

入
ら
な
い
よ
う
に
牛
の
皮
膚
に
か
け
て

く
だ
さ
い
。
１
カ
月
程
度
で
ゆ
っ
く
り

治
っ
て
毛
が
生
え
て
き
ま
す
。

　
食
用
に
供
す
る
た
め
の
ク
リ
ア
キ
ル

の
休
薬
期
間
は
５
日
で
す
が
、
育
成
牛

舎
で
は
、
す
ぐ
に
出
荷
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
真
菌
症
の
治
療
と
一
緒
に
畜

舎
消
毒
を
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
消
毒
は
、
畜
舎
の
上
の
ほ
う
か
ら
、

真菌症は菌が原因の皮膚病
で、放っておくと牛のスト
レスになります。人にも感
染しますので、接触しない
よう注意し、早く治しましょ
う。

クリアキルは 500～1000
倍に希釈して使います。機
械は園芸用の簡単なもので
ＯＫ。月に１～２回噴霧し
てください。

園
芸
研
究
家

　牛
村

　明
雄

牛
村
先
生
の
畑
か
ら
、

家
庭
菜
園
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

写
真
で
見
る
タ
マ
ネ
ギ
の
育
て
方

９月播種10月発芽11月苗の堀上げ・定植

①
苗
は
ク
サ
ビ
形
で

　発
芽

②
数
日
で
真
っ
す
ぐ
に

12月

1～3月追肥６月収穫

9月20日前後に播種。畝を
作って２㎝ほどの深さに条
まきします。覆土したら軽
く押さえましょう。１週間
から10日で発芽します。

定植は11月中下旬。播種
から約２カ月です。
苗を掘り起こすとき、根を
傷つけないように、深めに
掘るようにしましょう。

植えた直後はしんなり。
でも大丈夫！

深く植えないのがポイント
です。

定植後10日ほどで苗が立
ち上がります。

畝を作ります。黒マルチを
利用すると、草取りの手間
がかからない上に、生育が
早いのでおすすめです。

1月以降、結球前に1～2回
追肥します。有機肥料を使
用すれば、苗に触れても大
丈夫です。

4月から徐々に結球し始め
ます。欠株の箇所にはリー
フレタスを植えて有効利用
を。

葉が7～8割倒れたら収穫
の合図です。今年は天候に
恵まれ、少し早めの収穫と
なりました。

左から、アトン、赤玉の極
み、ネオアース。いろいろ
な品種を試してみましょう。

真
菌
症
の
治
療
つ
い
で
に
畜
舎
消
毒
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向山美和子の料理教室
向山美和子先生
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北
杜
市
高
根
町
で
㈱
小
笠
原
フ
ァ
ー

ム
を
経
営
す
る
小
笠
原
さ
ん
ご
夫
婦
。

ブ
ド
ウ
1
5
0
ａ
、
西
洋
ナ
シ
50
ａ
、

モ
モ
30
ａ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
30
ａ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
都
内
の
ホ
テ
ル
に

勤
め
て
い
た
康
晴
さ
ん
は
、
ワ
イ
ン

の
魅
力
に
惹
か
れ
６
年
前
に
就
農
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
設
立
を
夢
に
、
果
樹
の

生
産
、
販
売
の
ほ
か
、
ポ
ワ
レ
（
西

洋
ナ
シ
の
発
泡
酒
）
を
委
託
醸
造
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
家
に
は
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ポ

ケ
モ
ン
の
絵
が
飾
っ
て
あ
り
、
清
乃

ち
ゃ
ん
は「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
」
、結
ち
ゃ
ん

は
「
イ
ー
ブ
イ
」
が
特
に
お
気
に
入
り
。
双
子
の
友
淳
く
ん
と
大
地
く
ん

は
車
が
大
好
き
。
走
っ
て
い
る
車
を
夢
中
で
見
て
い
る
こ
と
も
。
さ
と
み

さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
家
族
み
ん
な
で
動
物
園
や
水
族
館
に

行
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
笠
原

　康
晴
さ
ん
（
46
）
　さ
と
み
さ
ん
（
37
）

　
　
　
　清
乃
ち
ゃ
ん
（
6
）
　結
ち
ゃ
ん
（
4
）

　
　
　
　友
淳
く
ん
（
2
）
　大
地
く
ん
（
2
）
　ひ
か
り
ち
ゃ
ん
（
0
）

や
す
は
る

お
が
さ
わ
ら

さ
や
の

ゆ
い

と
も
あ
つ

だ
い
ち

山梨県農業共済組合

冬号

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
２
１
秋
号
（
令
和
３
年
10
月
発
行
予
定
）

　
４
ペ
ー
ジ
の
ぶ
ど
う
共
済
金
記
事
で
は
、
金
額
被
害
率
の
高
さ
に
改

め
て
被
害
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
毎
年
の
異
常
気
象
で
作
業
は

大
変
で
す
が
、
熱
中
症
に
も
十
分
気
を
付
け
て
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
お
忘
れ
な
く
。
さ
て
、
９
月
に
は
大
好
評
の
連
載
「
お
う
ち
野
菜
」

の
バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

①インゲンはヘタを取って、かために１
～２分塩ゆでし、水にさらす。４等分
の斜め切りにする。

②春雨は熱湯で２～３分戻して水にとり、
食べやすい長さに切る。

③ニンジンを千切り、長ネギ、ショウガ
はみじん切りにする。
④フライパンにサラダ油、長ネギ、ショ
ウガを入れて温める。一度火を止め、
ひき肉を入れる。肉がほぐれたら強火
にし、ニンジンを加えて炒める。
⑤肉の色が変わったらＡを加え、沸騰し
たら春雨を加えて炒め合わせる。
⑥インゲンを入れ、水溶き片栗粉を加え
て、火を弱め、さらに炒める。

水にさらすと色が鮮やかになります

爪で切れるくらいのかたさに

ア
ル
バ
ム

＊材料＊（２人分）
インゲン･･･100g
豚ひき肉･･･60g
春雨･･･40ｇ
ニンジン･･･30ｇ
長ネギ･･･5 ㎝
ショウガ･･･ひとかけ
サラダ油･･･大さじ１
水溶き片栗粉･･･大さじ１

お弁当にもおすすめ！！

A   しょうゆ･･･大さじ１　酒･･･大さじ１　砂糖･･･小さじ１
鶏ガラスープ･･･100 ㏄　塩こしょう･･･少々


